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4広報あかいわ（平成18年6月号） 

   q
健
康
づ
く
り
の
推
進
 

　
高
齢
者
の
一
人
一
人
が
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
生
活
、適
度
な
運
動
、充
分
な
休
養
な

ど
健
康
的
な
生
活
習
慣
に
取
り
組
め
る
よ

う
健
康
づ
く
り
の
意
識
啓
発
や
健
康
増
進

活
動
を
推
進
し
ま
す
。
 

【
具
体
的
事
業
】
 

　
健
康
教
育
・
健
康
相
談
・
基
本
健
康
診
査
・

　
が
ん
検
診
・
訪
問
指
導
・
健
康
づ
く
り
の

　
啓
発
・
情
報
提
供
な
ど
 

 w
介
護
予
防
の
推
進
 

　
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
り
、要

介
護
状
態
が
悪
化
し
た
り
し
な
い
た
め
に

介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
高
齢
者
や
介
護

者
を
支
援
す
る
た
め
の
施
策
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
 

【
具
体
的
事
業
】
 

　
健
康
教
育
・
通
所
型
介
護
予
防
事
業
・
訪

　
問
型
介
護
予
防
事
業
・
地
域
自
立
生
活
支

　
援
事
業
な
ど
 

   q
認
知
症
予
防
・
支
援
 

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
関
係
機
関
や

担
当
部
局
が
連
携
し
、認
知
症
予
防
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、認
知
症
高
齢

者
の
地
域
で
の
生
活
を
支
援
で
き
る
よ
う
、

介
護
保
険
対
象
外
の
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス

も
含
め
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

の
整
備
を
図
り
ま
す
。
 

【
具
体
的
事
業
】
 

　
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
グ
ル
ー

　
プ
ホ
ー
ム
）の
整
備
・
認
知
症
対
応
型
通

　
所
介
護
・
地
域
に
お
け
る
見
守
り
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
 

 w
権
利
擁
護
の
推
進
 

　
成
年
後
見
制
度
や
権
利
擁
護
事
業
に
つ
い

て
利
用
案
内
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、高
齢
者
虐
待
予
防
の
普
及
啓
発
を
行
う

と
と
も
に
、地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、高
齢

者
虐
待
の
早
期
発
見
を
行
い
、適
切
に
対
応

し
ま
す
。
 

赤
磐
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
 

事
業
計
画（
第
三
期
）が
で
き
ま
し
た
。
 

基
本
 

目
標
 

基
本
 

目
標
 

　
介
護
保
険
制
度
は
、
施
行
後
六
年
が
経
過
し
、
高
齢
期
を
支
え
る
制

度
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
高
齢
者
が
ま
す
ま
す
増
加

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
高
齢
者
の
生
活
機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

た
め
の
介
護
予
防
を
推
進
す
る
な
ど
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

全
体
が
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
 

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
二
〇
一
五
年
の
高

齢
者
介
護
の
姿
を
見
据
え
た
長
期
的
な
目
標
を
立
て
、
新
た
に
「
赤
磐

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 



5 広報あかいわ（平成18年6月号） 

    q
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
 

　
今
後
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
介

護
予
防
や
福
祉
の
増
進
を
推
進
す
る
中
核

拠
点
と
な
り
、関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
総
合
的
な
支
援
体
制

を
充
実
し
ま
す
。
 

 w
日
常
生
活
支
援
 

　
高
齢
者
の
健
康
状
態
の
悪
化
や
、要
介
護

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、日
常

生
活
の
支
援
の
た
め
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。
 

【
具
体
的
事
業
】
 

　
日
常
生
活
用
具
給
付
・
外
出
支
援
・
配
食

　
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
住
宅
改
修
・
緊
急
通
報

　
シ
ス
テ
ム
の
設
置
・
施
設
サ
ー
ビ
ス（
養
護

　
老
人
ホ
ー
ム
・
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）な
ど
 

 e
家
族
介
護
支
援
 

　
要
介
護
高
齢
者
な
ど
の
介
護
に
あ
た
っ
て

い
る
家
族
の
介
護
知
識
・
技
術
の
習
得
、元

気
回
復
を
図
る
な
ど
、家
族
介
護
者
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
 

 r
情
報
提
供
・
相
談
窓
口
の
充
実
 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
高

齢
者
や
家
族
の
人
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

基
本
 

目
標
 

基
本
 

目
標
 

基
本
 

目
標
 

基
本
 

目
標
 

    q
居
宅
サ
ー
ビ
ス
 

　
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に

な
っ
て
も
、で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

や
家
庭
で
自
立
し
た
生
活
が
継
続
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、居

宅
サ
ー
ビ
ス
や
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
に
重
点
を

お
い
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
を

整
備
し
ま
す
。
 

 w
施
設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
 

　
市
内
の
既
存
施
設
の
整
備
状
況
や
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

入
所
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
 

 e
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
 

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、平
成
十
八

年
度
か
ら
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
 

 r
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
 

　
今
後
も
適
切
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
る
よ
う
、住
民
の
意
見
を
反
映
し

な
が
ら
制
度
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
体
制

を
整
備
し
ま
す
。
 

 

    w
活
躍
の
場
づ
く
り
 

　
高
齢
者
が
就
労
や
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活

動
へ
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

整
備
を
進
め
ま
す
。
 

【
具
体
的
事
業
】
 

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
支
援
・

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　
動
の
推
進
な
ど
 

        w
生
き
が
い
づ
く
り
 

　
高
齢
者
自
身
が
社
会
活
動
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、社
会
が
高
齢
者

の
活
動
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
な

意
識
づ
く
り
、環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
 

【
具
体
的
事
業
】
 

　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
支
援
・
老
人
福
祉

　
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
支
援
・
高
齢
者
生
き

　
が
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
運
営
・
生
涯
学
習

　
の
充
実
・
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
の
充
実
・
世
代
間
交
流
の
促
進
な
ど
 

 

    q
参
加
と
協
働
に
よ
る
地
域
福
祉
の
推
進
 

　
地
域
福
祉
の
担
い
手
で
あ
る
社
会
福
祉

協
議
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
、地
域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
参
加
の

も
と
、
自

治
会
単
位

で
の
活
動

が
活
発
に

展
開
さ
れ

る
よ
う
支

援
し
ま
す
。
 

   w
生
活
環
境
の
整
備
 

　
道
路
の
安
全
確
保
や
段
差
解
消
、公
共
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
安
心
し
て
生
活

で
き
る
住
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

災
害
時
に
お
け
る
高
齢
者
や
障
害
者
の
安

全
確
保
な
ど
、

日
ご
ろ
か
ら

緊
急
時
に
備

え
て
高
齢
者

を
支
え
る
体

制
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。
 



6広報あかいわ（平成18年6月号） 

★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

◇日　　　時 
◆講　　　師 
◇対　　　象 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　身近な地元の食材でイタリア料理が作れます。楽しく会
話しながら作って食べましょう。 

イタリア料理教室 

7月8日（土） 10：00～13：00 
橋本　聰子 
小学5年生～一般 
20人（先着順） 
500円 
6月5日（月）～6月30日（金） 
西山公民館 
1086-955-0777

西山公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
◆対　　　象 
◇定 　 　 員  
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　囲碁・将棋のおもしろさを味わってみませんか。初めて
の人でもだいじょうぶだよ。 

子ども囲碁・将棋教室 

7月26日（水）、8月2日（水）、8月9日（水）、 
8月23日（水）、8月30日（水） 
14：00～16：00 
小学生～中学生 
20人 
500円 
6月5日（月）～6月30日（金） 
西山公民館 
1086-955-0777

西山公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
 
 
 
 
◆講　　　師 
◇対　　　象 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　みんなで協力して料理の楽しさを体験してみよう。 

なかよしクッキング 

7月24日（月） 
きつね寿司・お吸い物 
7月31日（月） 
大地のりんごケーキ・スープ 
8月21日（月） 
いわしのかば焼き・おひたし 
各回とも10：00～13：00 
森野　陽子 
小学生 
各回20人（できれば3回とも参加できる人） 
1回300円（材料代含む） 
6月5日（月）～6月30日（金） 
山陽公民館 
1086-955-9777

山陽公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
◆講　　　師 
 
◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　脳の働きをよくする囲碁を習ってみませんか。初めて習
う友達を誘って来てね。 

なかよし囲碁教室 

7月21日（金）、28日（金） 
8月4日（金）、11日（金）、18日（金） 
13：30～16：00 
山陽公民館　公民館グループ 
「つくし囲碁同好会」 
小学生（男女を問わない） 
16人（5回とも参加希望） 
1,000円（材料代含む） 
6月5日（月）～6月30日（金） 
山陽公民館 
1086-955-9777

山陽公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆対　　　象 
◇定 　 　 員  
◆行 き 先 
◇参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　シーカヤックで海にこぎ出してみませんか。初めての人
でもすぐに楽しめるよ。 

シーカヤック教室 

7月28日（金） 9：30～18：30 
（集合・解散は、西山公民館） 
小学5年生～中学生 
17人（先着順） 
岡山市立犬島自然の家 
200円（渡船代別途各自負担） 
6月5日（月）～6月30日（金） 
西山公民館 
1086-955-0777 
 

西山公民館主催講座 

 

▲５月１０日（水）に赤坂健康管理センターで行われた、
　たんぽぽの会による手作り絵本の様子（表紙に掲載） 



7 広報あかいわ（平成18年6月号） 

★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

◇日　　　時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆対　　　象 
◇定 　 　 員  
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　歴史を学んでみませんか。 

歴史講座 

7月15日（土） 
「高瀬舟」 
講師／県教育文化財課参事　田村啓介 
9月16日（土） 
「沖縄と倉敷をつなぐ女性たち」 
講師／清心中学・女子高校教頭　山内宏之 
10月21日（土） 
「豊田佐吉の生涯」 
講師／岡山大学経済学部非常勤講師　森元辰昭 
各回とも14：00～16：00 
一般（初心者対象） 
各回20人 
1回300円 
6月5日（月）～各開催日の10日前まで 
山陽公民館 
1086-955-9777

山陽公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆講　　　師 
◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇参　加　費 
 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　親子で陶芸の楽しさを味わいながら、ふれあいを深めて
みませんか。 

親子陶芸入門 

7月22日（土） 14：00～16：00 
永井　典子 
小学生（1～6年）とその親 
16人（親子8組） 
小学生…500円（材料代含む） 
親…1,500円（材料代含む） 
6月5日（月）～6月30日（金） 
山陽公民館 
1086-955-9777

山陽公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆講　　　師 
◇定 　 　 員  
◆対　　　象 
 
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇問い合わせ先 

　初めての人、ぜひ来てね。和紙であなたもいろいろな作
品にチャレンジしてみませんか。 

和紙ちぎり絵教室 

6月17日（土） 10：00～12：00 
谷川　早苗 
20人 
小・中学生（小3までは親子、4年生以上
は一人でもかまいません） 
500円（材料代） 
6月5日（月）～6月12日（月） 
吉井公民館 
1086-954-1379

吉井公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆場 　 　 所  
◇定 　 　 員  
◆対　　　象
◇参　加　費 
◆申 込 期 間
◇そ　の　他 
 
◆会場・問い合わせ先 

6月24日（土）　9：00～12：00 
（雨天の場合は中止） 
可真川（赤磐市可真下） 
30人（先着順） 
な　し 
無　料 
6月5日（月）～6月16日（金） 
当日は、水に入ってもよい靴と着替えな
どを準備してください。 
熊山公民館 
108699-5-1360

　自然大好き人間集まれ。赤磐市内に生息する身近な動
物（水の中の生き物）を観察してみよう。 

ドキドキ講座　自然観察会 

熊山公民館主催講座 

　
五
月
七
日
（
日
）
、
く
ま
や
ま
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
春
の
文
化
祭
（
芸

能
発
表
）
を
開
催
。 

　
剣
詩
舞
、
民
踊
、
日
舞
、
詩
吟
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

熱
唱
、熱
演
に
観
客
か
ら
は 

暖
か
い
拍
手 
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　赤磐市国際交流協会では、国際交流活動を行う
ボランティアを募集・登録し、依頼に応じて活動を
紹介する制度を設けました。次の活動に興味のあ
る人は、お申し込みください。 
　なお、登録いただいても依頼の多寡により紹介
できない場合があります。 
 
 ◆ボランティアの種目　 

　qホストファミリー 
　　日本の家庭生活の体験を 
　　希望する外国人の受け入れ 
　w語　　学 
　　簡単な通訳や文書などの翻訳 
　e日本語指導 
　　在住外国人などに対する日本語の指導 
　rメールフレンド 
　　海外交流先の家庭などとの電子メール交換 
 
 ◆問い合わせ・申し込み先 

　詳しい資料や申込書をご請求ください。 

　赤磐市国際交流協会事務局 
　（本庁企画課企画係） 

　1０８６-９５５-２６９２ 
 

　
市
の
成
人
式
を
、
平
成
十
九
年
一
月
七
日
（
日
）
、

午
前
十
一
時
か
ら
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体
育
館
で

開
催
し
ま
す
。 

　
こ
の
成
人
式
は
、
二
十
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
で
組
織

す
る
実
行
委
員
会
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。
人
生
の
大
き

な
節
目
と
な
る
二
十
歳
の
記
念
に
、
あ
な
た
の
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
「
成
人
式
づ
く
り
」
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
新
成
人
該
当
者
は
、

昭
和
六
十
一
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和

六
十
二
年
四
月
一

日
の
間
に
生
れ
た

人
で
す
。 

 【
申
込
期
限
】 

　
六
月
三
十
日
（
金
） 

【
募
集
人
員
】 

　
二
十
人
程
度 

【
申
し
込
み
先
】 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
３
８ 

　赤磐市国際交流協会では、ヒマラヤ山脈のふもとの国、
ネパールの家庭料理を通じた国際交流を行います。興
味深いお話もお楽しみください。 

●日　　時　７月２日（日） 午前１０時～午後１時 

●場　　所　中央公民館調理研修室 

●講　　師　ゴダール・デウ・バハダールさん 
　　　　　　（岡山市在住） 

●料　　理　モモ（ネパール餃子）、 
　　　　　　おいわいたまご、チャー（デザート） 

●参 加 料　協会会員２００円／会員以外５００円 

●定　　員　３０人（先着順） 

●申込期限　６月２０日（火） 

●問い合わせ・申し込み先 
　赤磐市国際交流協会事務局（本庁企画課企画係） 
　1０８６-９５５-２６９２ 
 

参加者募集 

t
講
師
夫
妻 



　●問い合わせ・申し込み先 
　　教育委員会社会教育課　1０８６-９５５-０７８３ 

講座名 内　　　容 場　　所 時　　間 定　員 材料代 期　　日 

高陽校q

高陽校w

高陽校e

高陽校r

高陽校t

さくら校 

よしい校 

高陽中学校 

高陽中学校 

高陽中学校 

高陽中学校 

高陽中学校 

桜が丘 
中学校 

吉井中学校 

７月２０日 
（木） 

７月２６日 
（水） 
 

７月２７日 
（木） 

７月２８日 
（金） 

８月１日 
（火） 

８月１１日 
（金） 

７月２７日 
（木） 

９:３０～１１:３０ 

９:３０～１１:３０ 

９:３０～１１:３０ 

９:３０～１１:３０ 

９:３０～１１:３０ 

１３:３０～１５:３０ 

１３:３０～１５:３０ 

１２人 

２０人 

１６人 

２０人 

一人 
１,５００円 
程度 

一人 
５００円 
程度 

２０人 

１５人 

２０人 

ハンドベルに挑戦 
（楽しく楽器体験） 

フラワーアレンジメント 
（季節の花をテーブルに） 

パソコン講座 
（インターネットの利用と 
簡単なカレンダーづくり） 

お菓子づくり 
（夏の簡単なデザート作り） 

水彩画 
（植物を描こう） 

英会話 
（簡単な日常英会話） 

パソコン講座 
（文書作成ソフトを 
使ってみよう） 

　
高
陽
中
学
校
で
は
、地
域
に
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
、生
徒
の
健
や
か
な
成

長
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。 

日
　
　
時 

™

六
月
十
二
日（
月
）〜
十
六
日（
金
） 

™

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時 

※
最
終
日
は
参
観
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

内
　
　
容 

高
陽
中
学
校
の
自
由
参
観 

（
授
業
・
給
食
・
部
活
動
な
ど
） 

詳
細
は
高
陽
中
学
校
ま
で 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

1
０
８
６（
９
５
５
）０
０
０
４ 

 

　この講座は、地域に開かれた学校を目指し、夏休み期間を利用し
て行われるものです。 
　今年度も市内全域を対象に、従来よりこの事業を実施していた高
陽中学校・桜が丘中学校（山陽地域）のほか吉井中学校（吉井地域）
で開講します。 
　あなたも出かけてみませんか。中学生や先生と講座を通じてふ
れあいを深めてみませんか。お誘い合わせのうえ、ご参加ください。 
 

　●対　　象…市内在住の小学生以上の人（小学１･２年生は保護者同伴でお願いします） 
　●材 料 代…講座内容によっては材料代が必要です。 
　●申込期限…６月３０日（金）まで（各講座とも定員に達し次第、締め切らせていただきます） 
　●講　　師…各中学校教諭（アシスタント：各中学校生徒）　　●主　　催…教育委員会・市内中学校 
　●講座内容・募集定員 
 

※講座は何回受講されても結構です。　※持参品など詳しい内容については、後日参加者にご案内します。 

市民の皆さんの
参加をお待ちし
ています。 

▲昨年の「ミュージック・ベルに挑戦」の様子 
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図書館 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 
●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、
祝日、月末整理日ほか 
（詳しくは、下のカレンダー
をご覧ください） 

※１人１０冊まで２週間借りられます。はじめて借りる時は、利用者カード発行のため免
　許証・保険証など氏名・住所を確認できるものをお持ちください。 

※赤磐市内の図書館で借りた本は市内どこの図書館でも返却できます。 
 　（他館で借りたものは返却ポストには入れないでください。） 

利 用 案 内 

☆おすすめの一冊 
●『バカなおとなにならない脳』 
　養老孟司・著（理論社） 
　「寝ないとバカになるって本当ですか？」（大
紀くん・１２歳）「くしゃみをすると脳みそが出
るぞ、と父親が言っていますが！？」（昇くん・１
０歳）「脳のことを考えて、何がわかるんですか？」
（侑子さん・１６歳）など、子どもたちからの容
赦ない質問に養老先生がズバリ答えます！子
どもはもちろん、大人が読んでも楽しめる本
です。 
 
★えほん読み聞かせ会 
【日時】第３土曜日　１４：００～ 
　楽しいこといっぱい。みんな集まれ！ 

★お楽しみ会 
【日時】６月４日（日） １５：００～ 
【場所】吉井図書館２階 視聴覚室 
【出演】赤坂まるパンの会の皆さん 
【内容】人形劇「ヘンデルとグレーテル」ほか 

　みんなで見にきてね！ 
 
☆おすすめの本 
●「保健室ものがたり」こんのひとみ 
　切なくて涙がこぼれる、感動の実話１２編。 
 
●「なぞのたびびとフー」アランジ・アロンゾ 
　くうこうは楽しい出来事がいっぱい！ 

★図書館おばちゃんの楽しいクッキング 
　おはなしにでてくる料理やお菓子をつくり
ます。今回のお料理なにかな？この講座は年
間に５回開催します。（定員１０名まで） 

【日時】（第２回）６月２５日（日）１０：００～ 
【場所】熊山公民館調理室 
【申し込み先】熊山図書館 
【申込期限】６月１０日（土） 
 
☆ブックポストを設置しました！ 
　熊山図書館にブックポストができました（ふ
れあいセンター入口横）。図書館が閉まって
いるときは、こちらのポストへ本をお返しくだ
さい。 
 

火 水 月 金 土 木 日 

2 

9 

16 

23 

30

4 

11 

18 

25 

 

5 

12 

19 

26 

 

6 

13 

20 

27 

 

　 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

3 

10 

17 

24

全館休館日 

中央・赤坂・吉井図書館休館日 

熊山図書館休館日 

6月の図書館カレンダー 

★えほんのじかん（毎週水曜日 １１：００～） 
　対象は幼稚園入園前のお子さんです。絵本
を通じて楽しいひとときをすごしましょう！ 
　「えほんのじかん」にどんな本がよまれて
いるのか、一部をご紹介します。 

●『タンタンのぼうし』 
　いわむらかずお・著（偕成社） 
　タンタンのぼうしはとても
ゆかいなぼうし。ひょい、と
なげるとバッタやことりをつ
かまえてもどってくるすてき
なぼうし。もっと、もっと、た
かくぼうしをなげたときタン
タンがつかまえたものは･･･？ 

●『いい  おかお』 
　松谷みよ子・著（童心社） 
　ふうちゃんが、いいおかお。
ねこも、いぬも、まねっこして、
いいおかお。ぞうさんまで
やってきて、いいおかお。そ
こへ、おかあさんがきて、み
んないいおかおねってビスケットをくれました。 
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7

小川　芳男 

郷土の 

物 人 
お が わ  よ し お  

s
「
第
五
回
小
川
芳
男
杯
中
学
生
英
語 

　
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」 

　
平
成
八
年
十
月
二
十
一
日 

　
山
陽
町
中
央
公
民
館 

 

　
小
川
芳
男
（
以
下
芳
男
）
は
、

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

十
月
十
五
日
、
赤
磐
郡
西
山
村

上
仁
保
（
現
赤
磐
市
上
仁
保
）
に
、

小
川
寿
吉
の
三
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。 

　
西
山
尋
常
高
等
小
学
校
、
尋

常
科
五
年
生
の
時
、
芳
男
の
一

生
を
決
定
す
る
ハ
イ
カ
ラ
な
藤

原
英
射
先
生
が
赴
任
し
て
き
ま
す
。

藤
原
先
生
は
、
英
語
が
好
き
で

雨
天
の
日
な
ど
は
得
意
の
英
語

の
話
を
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

が
後
に
芳
男
が
英
語
を
専
攻
す

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
し
た
。 

　
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
尋

常
科
を
卒
業
し
た
芳
男
は
、
県

下
で
有
名
な
教
育
者
で
あ
る
赤

坂
郡
坂
辺
村
（
現
赤
磐
市
坂
辺
）

出
身
の
藤
井
轄
次
が
校
長
を
務

め
る
岡
山
黌
（
旧
制
私
立
中
学
校
）

に
進
み
ま
す
。
岡
山
市
内
ま
で

往
復
八
里
（
約
三
十
二
　
）
の

道
を
自
転
車
で
通
学
し
た
の
で

し
た
。 

　
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
東

京
外
国
語
学
校
英
文
科
を
卒
業

し
た
芳
男
は
、
新
潟
県
立
高
田

高
等
女
学
校
教
諭
と
な
り
、
そ

の
後
、
米
沢
高
等
工
業
学
校
助

教
授
に
な
り
ま
す
。 

　
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

母
校
東
京
外
国
語
学
校
に
助
教

授
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
三
年
後

に
は
教
授
に
昇
進
し
、
英
語
の

発
音
を
中
心
と
す
る
教
授
法
を

研
究
し
ま
す
。 

　
終
戦
後
、
芳
男
は
文
部
省
の

依
頼
を
受
け
高
校
の
英
語
教
科

書
『T

h
e 
W
orld
 
T
h
rou
g
h
 

E
nglish

』（『
英
語
の
世
界
』）
を

作
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
昭
和
二
十
一
年
（
一

九
四
六
）
〜
同
二
十
七
年
（
一

九
五
二
）
の
間
、
日
本
放
送
協

会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
基
礎
英
語
講
座

講
師
を
務
め
ま
し
た
。「
当
時
は

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
は
な
く
、

全
部
生
放
送
で
、
し
か
も
日
曜

日
を
含
め
た
一
週
七
日
の
放
送

の
た
め
緊
張
し
た
三
百
六
十
五

日
だ
っ
た
」
と
芳
男
は
後
に
回

想
し
て
い
ま
す
。 

　
当
時
、
三
鷹
に
住
ん
で
い
た

芳
男
は
、
午
前
六
時
の
放
送
に

あ
わ
せ
て
、
毎
朝
午
前
四
時
に

起
床
し
、
朝
食
と
昼
食
の
二
つ

を
か
か
え
、
内
幸
町
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ま
で
一
時
間
以
上
か
け
て
通
っ

た
と
い
い
ま
す
。 

　
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）、

戦
争
で
中
断
し
て
い
た
留
学
を

果
た
す
た
め
英
国
に
行
き
ま
す
。

こ
の
年
、
英
国
で
は
、
エ
リ
ザ

ベ
ス
女
王
二
世
の
戴
冠
式
が
行

わ
れ
、
芳
男
は
、
リ
ー
ゼ
ン
ト
・

ス
ト
リ
ー
ト
で
世
紀
の
聖
典
を

見
た
の
で
し
た
。 

　
同
年
帰
国
し
、
翌
年
に
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
英
語
放
送
を
担

当
し
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九

六
一
）、
東
京
外
国
語
大
学
第
三

代
学
長
に
就
任
し
ま
す
。
同
四

十
四
年
に
退
官
し
、
名
誉
教
授

と
な
り
ま
す
。 

　
退
官
後
も
英
語
教
育
と

研
究
に
力
を
入
れ
、
大
学

英
語
教
育
学
会
会
長
、
日

本
語
教
育
学
会
会
長
、
中

央
教
育
審
議
委
員
な
ど
を

務
め
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
勲
二
等
旭
日
重

光
章
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
賞
、

紺
綬
褒
章
な
ど
多
く
の
賞

を
受
け
、
昭
和
五
十
年
（
一

九
七
五
）
山
陽
町
の
名
誉

町
民
と
な
り
ま
し
た
。
　
 

　
昭
和
六
十
二
年
か
ら
は
、

神
戸
外
国
語
大
学
学
長
と

な
り
ま
す
。
平
成
二
年
（
一

九
九
〇
）
七
月
三
十
一
日
、

八
十
一
歳
に
て
永
眠
し
ま

し
た
。 

　
芳
男
没
後
二
年
の
平
成

四
年
（
一
九
九
二
）、
日
本

の
外
国
語
教
育
の
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
芳
男
の

功
績
を
顕
彰
す
る
「
第
一
回
小

川
芳
男
杯
中
学
生
英
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
」（
山
陽
町
教
育

委
員
会
主
催
）
が
、
赤
磐
郡
内

六
中
学
校
の
生
徒
の
参
加
に
よ

っ
て
、
山
陽
町
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
の
で
し
た
。 

（
山
陽
郷
土
資
料
館
・
高
畑
富
子
） 

●
参
考
文
献
『
私
の
履
歴
書
』『
西
山

小
学
百
年
誌
』『
岡
山
県
歴
史
人
物
事

典
』 

＜英語学者／上仁保＞ 

か
つ
　
じ
 

お
か
や
ま
こ
う
 

 キ 
ロ 
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※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本

　
人
の
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し

　
て
い
ま
す
。 

 ¡

第
二
十
八
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ 

　
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ 

　
春
季
水
泳
競
技
大
会 

（
東
京
都
江
東
区
） 

◇
石
相
小
学
校
五
年
生 

　
逢
坂
ひ
か
る（
山
口
） 

       

※
学
年
は
平
成
十
七
年
度
の
時          

　
の
も
の
で
す
。 

  ¡

笹
川
良
一
杯
第
二
十
一
回
全
国 

　
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

（
山
口
県
山
口
市
） 

　
【
ミ
ド
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス
】 

◇
赤
坂
チ
ー
ム 

　
森
c
美
枝
子
・
是
友
　
弘
子 

　
岸
本
　
園
江
・
岡
本
美
恵
子 

　
北
　
小
夜
子
・
保
坂
　
汎
子 

（
順
不
同
） 

               

　
四
月
四
日（
火
）、赤
坂
フ
ァ
ミ

リ
ー
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
、

市
内
の
十
四
チ
ー
ム
、七
十
一
人

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

¡

優
　
勝
　
岩
田（
山
陽
） 

¡

準
優
勝
　
東
軽
部（
赤
坂
） 

¡

第
三
位
　
赤
坂（
赤
坂
） 

¡

ラ
ッ
キ
ー
セ
ヴ
ン 

　
　
　
　
　
北
佐
古
田（
赤
坂
） 

¡

Ｂ
Ｂ
　
可
真（
熊
山
） 

              
日
　
時 

　
六
月
四
日（
日
） 

　¡

受
付
／
午
前
八
時
三
十
分
〜 

　¡

大
会
／
午
前
九
時
〜
午
後
四
時 

場
　
所 

　
高
陽
中
学
校
体
育
館 

内
　
容 

　¡

団
体
戦
／
四
シ
ン
グ
ル
・
一

　
　
ダ
ブ
ル
ス 

　¡

個
人
戦
／
Ａ
・
Ｂ
・
初
心
者

　
　
ク
ラ
ス 

主
　
催 

　
卓
球
協
会 

参
加
費 

　¡

団
体
／
千
円 

　¡

個
人
／
三
百
円 

持
参
品 

　¡

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ 

　¡

参
加
費 

　¡

昼
食 

締
め
切
り
日 

　
五
月
三
十
一
日（
水
） 

申
し
込
み
先 

　
教
育
委
員
会
内 

　
体
育
協
会
事
務
局 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
３
８ 

      

　
卓
球
協
会
で
は
初
心
者
を
対

象
と
し
た
卓
球
教
室
を
行
い
ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　 

　
六
月
五
日
・
十
二
日
・
十
九
日
・

　
二
十
六
日
・
七
月
三
日（
月
曜
日
） 

　
午
後
七
時
三
十
分
〜
九
時 

場
　
所 

　
高
陽
中
学
校
体
育
館 

定
　
員 

　
先
着
二
十
人 

指
　
導 

　
卓
球
協
会
会
員 

参
加
費 

　
千
円 

持
参
品 

　¡

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ 

　¡

参
加
費 

申
し
込
み
先 

　
教
育
委
員
会
内 

　
体
育
協
会
事
務
局 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
３
８ 

  

全
国
大
会
出
場 

　
　
　
お
め
で
と
う
！ 

第
四
回
赤
磐
市
ゲ
ー
ト 

ボ
ー
ル
協
会
杯
結
果 

第
三
回
赤
磐
市
卓
球 

大
会
参
加
者
募
集
！ 

卓
球
教
室
生
募
集
！ 

s
優
勝
の
岩
田
チ
ー
ム 
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歯の健康と身体の健康 

シリーズ!4

　
歯
を
失
う
原
因
の
約
九
〇
％
は
歯
周

病
と
む
し
歯
で
す
。
歯
を
失
わ
な
い
た

め
に
は
、
こ
れ
ら
の
予
防
が
大
切
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。 

 

◆
歯
周
病
は
生
活
習
慣
病 

　
生
活
習
慣
病
と
は
、
生
活
習
慣
が
原

因
で
発
病
・
進
行
す
る
病
気
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
歯
周
病
も
生
活
習
慣
が
そ

の
症
状
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、

生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
、
よ
り

良
い
健
康
状
態
を
保
つ
こ
と
が
、
歯
周

病
の
予
防･
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

【
歯
周
病
に
か
か
り
や
す
い
生
活
習
慣
】 

¡

精
神
的
ス
ト
レ
ス
で
体
の
抵
抗
力
が

　
低
下
し
、
歯
周
病
が
悪
化
す
る
。 

¡

喫
煙
に
よ
っ
て
歯
ぐ
き
が
血
行
不
良

　
と
な
り
、
細
菌
に
対
す
る
抵
抗
力
が

　
低
下
し
、
歯
周
病
を
発
病
・
悪
化
さ

　
せ
る
。 

¡

甘
い
も
の
や
軟
ら
か
い
も
の
を
多
く

　
食
べ
る
こ
と
で
細
菌
が
増
え
る
。 

¡

不
摂
生
な
生
活
は
、
全
身
性
の
生
活

　
習
慣
病
の
引
き
金
に
な
り
、
生
活
リ

　
ズ
ム
の
乱
れ
か
ら
歯
磨
き
の
タ
イ
ミ

　
ン
グ
ま
で
乱
れ
る
。 
 

◆
む
し
歯
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま 

　
む
し
歯
は
、
む
し
歯
菌
の
つ
く
る
酸

が
歯
を
溶
か
す
現
象
で
す
。 

　
こ
れ
ま
で
、
む
し
歯
の
原
因
は
砂
糖

と
む
し
歯
菌
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
で
は
、
こ
の
他
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
原
因
が
関
係
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
が
む
し
歯
に

な
り
や
す
い
か
ど
う
か
を
知
っ
て
予
防

し
ま
し
ょ
う
！ 

【
む
し
歯
に
な
る
原
因
】 

¡
む
し
歯
菌
の
数
が
多
い
。 

¡
間
食
・
甘
い
も
の
を
よ
く
食
べ
る
。 

¡
歯
を
磨
か
な
い
。 

¡
歯
の
質
が
弱
い
。 

¡
唾
液
の
量
が
少
な
い
。 

     《
歯
周
病
と
む
し
歯
を 

　
　
　
　
　
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト
》 

q

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
　
　 

w

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事 

e

間
食
は
時
間
を
決
め
て 

r

禁
煙
し
よ
う 

t

規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
る 

y

正
し
い
歯
磨
き
を
マ
ス
タ
ー 

u

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
み
つ
け
よ
う 

i

定
期
健
診
を
受
け
よ
う 

         

　
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
歯
の

寿
命
を
の
ば
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
な

歯
と
身
体
を
保
ち
ま
し
ょ
う
！ 

（
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
） 

　
す
こ
や
か
な
心
身
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
運
動
を
始
め
ま

し
ょ
う
。（
要
予
約
） 

【
日
　
時
】 

　
六
月
二
十
八
日（
水
）、七
月
二
十
六
日（
水
）、 

　
八
月
二
十
三
日（
水
）、九
月
二
十
九
日（
金
）、 

　
十
月
二
十
六
日（
木
）、十
一
月
十
五
日（
水
）、 

　
十
二
月
一
日（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

　（
七
月
と
十
月
は
調
理
実
習
の
た
め
午
前
十
時
〜
午
後
一
時

　
ま
で
） 

【
場
　
所
】
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

【
講
　
師
】
健
康
運
動
指
導
士
・
高
見
博
子
先
生
、市
栄
養
士 

【
対
象
者
】
七
十
歳
未
満
の
人 

【
服
　
装
】
運
動
の
で
き
る
服
装
、運
動
靴 

【
定
　
員
】
先
着
二
十
人 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】
　
　 

　¡

本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
７ 

　¡

赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２ 

　¡

熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

　¡

吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 

 

 



［
医
］＝

休
日
当
番
医
　
◆
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
　
※
図
書
館
の
休
館
日
は
図
書
館
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

平
成

1
8
年
 

●
お
楽
し
み
会
　
15：
00～
 

　（
吉
井
図
書
館
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
赤
坂
・
熊
山
地
域
） 

●
健
康
相
談
　（
山
陽
地
域
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
熊
山
地
域
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
熊
山
地
域
） 

●
乳
児
健
診
　
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
熊
山
地
域
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診
 

　
12：
45～
13：
15（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
子
宮
が
ん
検
診
　（
赤
坂
地
域
） 

 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
熊
山
地
域
） 

●
子
宮
が
ん
検
診
　（
吉
井
地
域
） 

 

●
子
宮
が
ん
検
診
　（
山
陽
・
熊
山
地
域
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室
　
10：
00～
12：
00 

　（
吉
井
公
民
館
） 

●
絵
本
読
み
聞
か
せ
会
　
14：
00～
 

　（
赤
坂
図
書
館
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
赤
坂
・
熊
山
地
域
） 

●
１
歳
６
か
月
児
健
診
　
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
熊
山
地
域
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
吉
井
地
域
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
本
庁
２
階
中
会
議
室
・
赤
坂
健
康
管
理

　
セ
ン
タ
ー
） 

●
特
設
人
権
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
熊
山
・
吉
井
地
域
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
２
階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　〔
第
１・３

金
曜
日
〕 

　
15：
30～（

熊
山
図
書
館
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
熊
山
地
域
） 

●
育
児
相
談
　
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
こ
う
み
ん
か
ん
で
遊
ぼ
う
 

　
10：
00～
12：
00（
中
央
公
民
館
） 

●
お
は
な
し
会
　
14：
00～
 

　（
吉
井
図
書
館
） 

●
お
ひ
さ
ま
お
は
な
し
会
　
15：
30～
 

　（
熊
山
図
書
館
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
熊
山
地
域
） 

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん〔

毎
週
水
曜
日
〕 

　
11：
00～（

中
央
図
書
館
） 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
吉
井
会
館
） 

 

●
や
る
き
教
室
　
10：
00～
12：
00 

　（
中
央
公
民
館
） 

●
遊
び
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
 

　
10：
00～
12：
00（
高
月
公
民
館
） 

●
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
 

　〔
毎
週
土
曜
日
〕 

　
14：
30～（

中
央
図
書
館
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　〔
第
１・２・４

土
曜
日
〕 

　
15：
00～（

赤
坂
図
書
館
） 

 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］山

本
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　

1
０８６

-９５５
-８８６８

 
［
医
］桜

井
内
科
1
０８６

-９５７
-３０１２

 

［
医
］ふ

よ
う
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　

1
０８６

-９５５
-７１１０

 
［
医
］戸

川
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　

1
０８６

-９５７
-３０５７

 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

　
 

51
2

41
1

181
5

291
6

31
0

1
7

★
6月
の
税
・
保
険
料
を
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
市
県
民
税
 …
…
…
…
…
…
…
…
１
期（
全
期
） 

　
●
国
民
健
康
保
険
税
 …
…
…
…
…
１
期
 

　
●
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）…
…
１
期
 

６
月
３０
日
ま
で
 

　
 

71
4

　
 

61
3



●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
赤
磐
市
全
体
） 

●
子
宮
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
乳
児
健
診
・
育
児
相
談
 

　
12：
45～
13：
15（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
子
宮
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
合
同
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー
） 

●
子
宮
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
子
宮
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
ド
キ
ド
キ
講
座
　
自
然
観
察
会
 

　
9：
00～
12：
00（
熊
山
公
民
館
） 

●
お
ひ
さ
ま
お
は
な
し
会
 

　
15：
30～（

熊
山
図
書
館
） 

●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
20：
00（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

 

［
医
］あ

か
い
わ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　
1
０８６

-９５５
-９２５１

 
［
医
］戸

川
医
院
 1
０８６

-９５７
-２６１１

 

●
子
宮
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
図
書
館
お
ば
ち
ゃ
ん
の
楽
し
い
ク
ッ
キ

　
ン
グ
　
10：
00～（

熊
山
図
書
館
） 

●
子
宮
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
３
歳
児
健
診
　
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
子
宮
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

 

●
離
乳
食
講
習
会
　
10：
00～
11：
30 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

 

●
子
宮
が
ん
検
診
　（
熊
山
地
域
） 

［
医
］あ

ま
の
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
 

　
　
1
０８６

-９５５
-８１９１

 
［
医
］森

医
院
 1
０８６

-９５７
-２４００

 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
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山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム 

トレーニング 

ルーム 屋内プール 

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２１：００

 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２２：００

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

初
心

者
講

習
 

実
施

日
 

○
 屋

内
プ
ー
ル
一
般
開
放
　
☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限
り
ま
す
。

　
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て
い
ま
す
が
電

　
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
４００

円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
２００

円
 

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
３００

円
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
す
。
 

※
プ
ー
ル
利
用
は
１０
月
末
ま
で
で
す
。
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
２００

円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
１００

円
 

  ●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
１００

円
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子
ど
も
も
大
人
と
同
じ
く
基
本
的
人

権
を
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
は
、大
人
以
上
に
人
権
を
侵
害

さ
れ
や
す
い
た
め
、社
会
的
に
保
護
さ
れ
、

守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

し
か
し
、子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

い
じ
め
、体
罰
、虐
待
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
な
か
で
も
、児
童
虐
待
の
問
題
は
乳
幼

児
や
児
童
を
親
な
ど
が
虐
待
し
、な
か
に

は
死
に
ま
で
至
ら
し
め
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

平
成
十
二
年
に
は
「
児
童
虐
待
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

事
態
の
深
刻
化
に
よ
り
、平
成
十
六
年
に

は
改
正
・
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
虐

待
は
、主
と
し
て
家
庭
内
で
起
こ
り
、し
か

も
親
子
の
絆
と
愛
憎
が
絡
む
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
潜
在
化
し
、そ
の
対
応
も
難

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、こ
れ
は

子
ど
も
に
対
す
る
重
大
な
人
権
侵
害
な

の
で
す
。 

　
子
ど
も
は
親
の
所
有
物
で
は
な
く
、親

や
大
人
が
「
し
つ
け
」
と
い
う
理
由
で
行
っ

て
い
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、子
ど
も
に
著
し

い
苦
痛
を
与
え
る
行
為
や
子
ど
も
の
成

長
に
悪
影
響
を
与
え
る
行
為
は
虐
待
に

な
る
の
で
す
。
大
事
な
こ
と
は
、子
ど
も
の

視
点
・
立
場
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
児
童
虐
待
は
家
庭
な
ど
密
室
で
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、そ
の
た
め
虐
待
を

発
見
す
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
問
題
を

含
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、発
見
や
通
告
が

遅
れ
る
と
、子
ど
も
の
命
に
か
か
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、通
告（
連
絡
・
相

談
）す
る
こ
と
に
よ
り
、虐
待
を
し
て
い
る

側
を
救
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
社
会
か
ら
児
童
虐
待
を
な
く
す
た
め

に
も
、「
他
の
子
の
こ
と
だ
か
ら
」
と
無
関

心
で
い
る
の
で
は
な
く
、少
し
で
も
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、迷
わ
ず
関
係
機
関
へ

通
告
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、児
童
虐
待
の
通
告
義
務
は
、法

律
で
守
秘
義
務
よ
り
も
優
先
さ
れ
、違
反

に
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。（
児
童

虐
待
防
止
法
第
六
条
第
三
項
） 

　
さ
ら
に
、全
国
の
法
務
局
・
地
方
法
務

局
に
は
、子
ど
も
の
人
権
に
か
か
わ
る
問

題
を
専
門
に
扱
う
「
子
ど
も
の
人
権
一

一
〇
番
」
が
置
か
れ
、電
話
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

　
▼
岡
山
地
方
法
務
局 

　
　
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番 

　
　
1
０
８
６（
２
２
４
）５
６
５
７ 

人 

権 

コ 

ラ 

ム 

3
 

　法務省と全国人権擁護委員連合会では、人権思想の普及高揚
を図るための啓発事業の一環として、昭和５６年度から毎年全国
の中学生を対象に「全国中学生人権作文コンテスト」を、また、
昭和５７年度から小学生を対象とした「人権の花」運動を実施し
ています。この運動の目的は、花の栽培を通して、助け合いの精
神や命の大切さ、相手を思いやる心など豊かな人権感覚を身に
付けてもらうことにあります。 
　今年度の「人権の花」運動の指定校として、赤磐市では「城南
小学校」が推薦され、４月１７日に法務局職員、地元人権擁護委員、
支所人権担当職員の皆さんが、城南小学校を訪問し、用意され
た看板、プランター、シール、種などを、環境美化委員の５、６年生
に手渡し、種の植え付けから収穫までをお願いしました。収穫さ
れた種は、地域の皆さんや、次の「指定校」にプレゼントされます。 
　この運動を通じて、人権尊重の輪がますます広がっていくこと
を期待しています。 

　　　　人権擁護委員　　　浦上　　徹 
　　　　　　　　　　　　　戸川　正美 
　　　　　　　　　　　　　井上　和也 
 

城南小学校が指定校に 
「人権の花」運動 
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　６月は、平成１８年度市県民税（住民税）および国民健康保険税の当初課税月です。 
　個人の市県民税は、平成１８年１月１日時点で赤磐市に住所のあった人が課税の対象となり、納付方法には｢特別徴収｣と｢普通徴
収｣の２とおりがあります。 
　特別徴収とは、給与所得者の場合、毎月給与から天引きし、勤務先を通じて納付する方法です。 
　普通徴収とは、給与からの天引きができない場合（自営業者や年金所得者等）、市役所から直接送付される納付書や口座振替
により、６・８・１０・１２月の４期で納付する方法です。 
　国民健康保険税は、年税額を６月から翌年１月までの各月（計８期）に分けて、納付書または口座振替の方法で納付していただき
ます。 
　いずれも、先の年末調整や申告で確定した平成１７年分の所得をもとに税額を算定しています。住民の皆さまには、本年度も納
付にご協力くださいますよう、よろしくお願いします。 
　なお、普通徴収、国民健康保険税の納税通知書は６月中旬に発送します。 
　 

 
●老年者控除の廃止 
　　これまで６５歳以上の人が受けることのできた「老年者控除」（４８万円）が廃止されます。 
●公的年金等控除額の改正 
　　公的年金等の総収入額から公的年金等控除額を引いたものが公的年金等の所得（雑所得）になりますが、６５歳以上
　の人に係る公的年金等控除額が少なくなります。 
●妻の均等割の非課税措置全廃 
　　均等割の納税義務を負う夫と生計を同一にし、同じ市町村内に住所を有する妻の所得が一定金額を超えた場合、本
　年度から均等割が全額（４,５００円）課税されます。 
●定率減税の１/２縮減 
　　所得割額から控除される定率減税の率が１５％→７.５％（※上限４万円→２万円）に引き下げられます。 
●人的非課税範囲の見直し 
　　これまで、６５歳以上で前年所得金額が１２５万円以下の人は、住民税が非課税でしたが、この非課税措置が本年度から
　廃止されます。 
　　ただし、平成１７年１月１日に６５歳に達していた人（昭和１５年１月２日以前に生まれた人）で、前年の所得金額が１２５万
　円以下の人には、次のような段階的経過措置があります。 

　　　　　 （平成１８年度）１/３を課税 →　（平成１９年度）２/３を課税　→　（平成２０年度） 全額課税 
 
 

●所得割額の算定方法の変更 
　　公的年金等控除額の改正によって所得が増加し、国民健康保険税の負担が増す高齢者に配慮して、平成１８年度およ
　び１９年度に限り、以下の経過措置が導入されます。 
　　【対 象 者】　 
　　　平成１７年１月１日に６５歳に達しており、かつ平成１６年中に公的年金収入のあった人 
　　【措置内容】　 
　　　所得割の算定基礎額を算出するさい、次のとおり「公的年金等特別控除」をします。 
　　　◎平成１８年度…年金収入－公的年金等控除－公的年金等特別控除（１３万円）－基礎控除（３３万円）＝算定基礎額 
　　　◎平成１９年度…年金収入－公的年金等控除－公的年金等特別控除（７万円）－基礎控除（３３万円）＝算定基礎額 
●介護納付金分の課税限度額の引き上げ 
　　課税限度額が８万円から９万円に引き上げられます。 
 

本庁税務課 〔市民税係〕 
〒７０９-０８９８ 赤磐市下市３４４  1０８６-９５５-０９５１ 

問い合わせ先 

住　民　税 

国民健康保険税 

平成18年度所得証明書・ 
市県民税課税証明書の交付は6月1日から！ 

平成18年度の所得証明書や市県民税課税証明書は、 
それぞれ「平成17年中の所得」や「平成17年中の所得をもとに 

課税した市県民税額」を証明したものです。 
証明書の交付を受けるときは、｢年分｣や「年度」に 

十分ご注意ください！ 

※広報あかいわ１月号および２月号に、より詳しく掲載しています。 



●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111
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健
康
福
祉 

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診 

           

　
女
性
特
有
の
が
ん
の
中
で
、
圧

倒
的
に
多
い
の
が
、
「
乳
が
ん
」

「
子
宮
が
ん
」
で
す
。
こ
れ
は
脂

肪
の
多
い
欧
米
型
食
生
活
の
影
響

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の

が
ん
も
、
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
『
治
る
が
ん
』
で
す
。

自
覚
症
状
が
少
な
い
の
が
難
点
で

す
か
ら
、
乳
が
ん
の
自
己
検
診
や

お
の
お
の
の
定
期
検
診
が
有
効
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
内
の
検
診
対
象
者
に
は
、
愛

育
委
員
を
通
じ
て
、
受
診
票
兼
問

診
票
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
診
票
兼

問
診
票
が
な
い
人
は
、
検
診
担
当

課
の
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
、

申
し
出
て
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
）
。 

【
子
宮
が
ん
検
診
】 

実
施
期
間 

　
六
月
か
ら
七
月
（
詳
し
い
日
程

は
け
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
） 

検
診
内
容 

¡
医
師
に
よ
る
視
診
・
内
診 

¡
細
胞
診 

対
象
者 

　
二
十
歳
以
上
の
女
性 

持
参
品 

¡
受
診
票
兼
問
診
票 

¡
健
康
手
帳 

料
　
金 

　
五
百
円
（
七
十
歳
以
上
無
料
） 

 【
乳
が
ん
検
診
】 

◇
視
診
・
触
診 

実
施
期
間 

　
七
月
か
ら
九
月
（
詳
し
い
日
程

は
け
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
） 

検
診
内
容 

　
医
師
に
よ
る
視
診
・
触
診 

対
象
者 

　
三
十
歳
以
上
の
女
性 

持
参
品 

　
¡
受
診
票
兼
問
診
票 

　
¡
健
康
手
帳 

料
　
金 

　
五
百
円
（
七
十
歳
以
上
無
料
） 

個
別
検
診
委
託
医
療
機
関 

　
下
の
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い 

◇
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ 

実
施
期
間 

　
八
月
か
ら
九
月
（
詳
し
い
日
程

は
け
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
） 

検
診
内
容 

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
Ｘ
線

検
査
） 

対
象
者 

　
四
十
歳
以
上
の
女
性
（
た
だ
し
、

市
の
乳
が
ん
検
診
〔
視
触
診
〕
を

受
診
し
た
人
） 

持
参
品 

¡
健
康
手
帳 

¡
市
の
乳
が
ん
検
診
受
診
票
〔
視

　
触
診
用
〕
に
受
診
済
み
の
領
収

　
印
あ
る
い
は
確
認
印
が
あ
る
も

　
の 

料
　
金 

¡
千
円
（
四
十
〜
四
十
九
歳
・
二

　
方
向
） 

¡
五
百
円
（
五
十
歳
以
上
・
一
方

　
向
） 

　
（
七
十
歳
以
上
無
料
） 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
７ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 

  

    

あかいわファミリー 
クリニック 

赤磐市河本１１４３ 

赤磐郡瀬戸町沖３４３ 

赤磐郡瀬戸町瀬戸７７ 

赤磐市町苅田９２０ 

赤磐市山陽１-４-６ 

赤磐郡瀬戸町沖２１０ 

赤磐市五日市２４５-４ 

０８６- 
９５５-９２５１ 

不要 

０８６- 
９５２-０１６２ 

０８６- 
９５２-１１６６ 

０８６- 
９５７-２１１１ 

０８６- 
９５５-８８６８ 

０８６- 
９５５-５５１５ 

０８６- 
９５２-３３３１ 

要 

不要 

不要 

不要 

不要 

不要 

石原医院 

岩藤胃腸科・外科・  
歯科クリニック 

道満医院 

山本クリニック 

吉井医院 

吉井外科医院 

平　日／８：３０～１２：３０、１５：３０～１９：００ （ただし木曜日午後は休診）  
土曜日／８：３０～１２：３０、１３：３０～１７：００ 

月・火・水・金曜日／８：３０～１２：３０,、１５：００～１７：００　  
木・土曜日／８：３０～１２：３０ 

平日・土曜日／９：００～１２：３０、１５：００～１９：００  
　　　　　　（ただし月曜日午後と水曜日は除く）  
日曜日／９：００～１２：３０ 

平　日／９：００～１２：３０、１５：００～１８：３０（ただし木曜日午後は休診）  
土曜日／９：００～１２：３０、１４：００～１６：００ 

赤磐市惣分２８ 
０８６- 
９５７-２４００ 

不要 森医院 
月・火・木・金曜日／８：００～１２：３０、１７：３０～１８：３０ 
水・土曜日／８：００～１２：３０ （仁美診療所  火・金曜日１３：３０～１６：００） 

平　日／９：００～１２：３０、１５：００～１８：３０  
土曜日／９：００～１２：３０、１５：００～１８：００ 

平　日／９：００～１２：００、１４：００～１８：００ （ただし木曜日午後は休診）  
土曜日／９：００～１２：３０ 

月・火・水・木曜日／９：００～１２：００、１４：００～１８：００ 
　　　　　　　　（水曜日のみ１２：３０まで） 

医　院　名 電　話 予約 住　　　所 検　診　時　間 

●委託医療機関（５０音順） 



  
　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉
強

し
ま
す
。
（
要
予
約
） 

日
　
時
　
六
月
二
十
九
日
（
木
）

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
赤
坂
公
民
館
調
理
室 

対
象
者
　
四
カ
月
か
ら
一
歳
五
カ

　
月
児
の
保
護
者
（
託
児
有
） 

定
　
員
　
先
着
十
五
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
母
子
健
康
手
帳 

申
し
込
み
先 

　
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２ 

    

　
次
の
と
お
り
、
四
・
五
・
六
歳

児
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
対
象

者
に
は
案
内
兼
申
込
書
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
お
住
ま
い

の
地
域
の
担
当
係
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
転
入
な
ど
で
案
内

兼
申
込
書
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
七
月
二
十
七
日
（
木
） 

〈
受
付
〉
午
前
九
時
十
五
分
〜 

　
　
　
　
十
一
時 

　
　
　
　
午
後
零
時
四
十
五
分
〜

　
　
　
　
二
時
三
十
分 

場
　
所
　
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
　
象
　
四
・
五
・
六
歳
児
（
平

　
成
十
二
年
四
月
二
日
〜
平
成
十

　
四
年
七
月
三
十
一
日
生
ま
れ
） 

内
　
容 

　
歯
み
が
き
指
導
、
歯
科
健
診
、

　
フ
ッ
素
塗
布
、
栄
養
指
導 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

¡

本
庁
保
健
福
祉
課
母
子
保
健
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
７ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 

     

　
児
童
手
当
の
現
況
届
は
六
月
中

（
該
当
者
に
は
六
月
上
旬
に
用
紙

を
送
付
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
は
、
毎
年
六
月
一
日

の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を

引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要

な
書
類
で
す
。
届
け
出
が
な
い
場

合
に
は
、
六
月
分
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
公
務
員
の
児
童
手
当
は
勤
務
先

で
の
請
求
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は

勤
務
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

       

　
前
回
受
給
さ
れ
て
い
た
人
も
手

続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
さ

れ
な
い
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
既
に
手
続
き
を
さ
れ
た

人
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
の
決
定

が
届
い
た
人
か
ら
順
番
に
、
ご
通

知
し
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
お
待

ち
く
だ
さ
い
。 

対
象
者 

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日

に
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な

ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人 

一
、弔
慰
金
の
受
給
権
者 

二
、戦
没
者
な
ど
の
子 

三
、
q
父
母
w
孫
e
祖
父
母
r
兄

　
弟
姉
妹
（
戦
没
者
な
ど
と
生
計

　
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
人

　
な
ど
は
除
か
れ
ま
す
） 

四
、右
記
三
以
外
の
q
父
母
w
孫

　
e
祖
父
母
r
兄
弟
姉
妹
　 

五
、右
記
一
か
ら
四
以
外
の
三
親

　
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
な
ど
の

　
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
一
年
以

　
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人

　
に
限
ら
れ
ま
す
） 

支
給
内
容
　
額
面
四
十
万
円
十
年

　
償
還
の
記
名
国
債 

請
求
期
間
　
平
成
二
十
年
三
月
三

　
十
一
日
ま
で 

      

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給

資
格
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
有
効

期
間
が
六
月
三
十
日
（
金
）
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
の
人
は

六
月
中
旬
に
更
新
手
続
き
の
通
知

を
行
い
ま
す
の
で
、
案
内
に
従
っ

て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
医
療
は
、
十
八
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
、
前
年
の

所
得
税
非
課
税
の
、
配
偶
者
の
な

い
母
子･

父
子
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
・
受
付
場
所 

¡
本
庁
社
会
福
祉
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
５ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 
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戦
没
者
な
ど
の 

ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ 

〜
第
八
回
特
別
弔
慰
金
の 

　
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
〜 

児
童
手
当
の
現
況
届
は 

六
月
中
に 

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費 

受
給
資
格
証
更
新
の 

お
知
ら
せ 

離
乳
食
講
習
会 

幼
児
歯
科
教
室 

　狂犬病予防注射の臨時注射を次の日程
で実施します。まだ注射されていない人や
注射済票未交付の人はご利用ください。 

【日　程】６月１１日（日） 

【時間・場所】 
 
 
 
 
 
 
 
 
　 
【各種料金】登録料金……………３，０００円 

予防注射料金………２，８００円 
注射済票料金…………５５０円 

※未注射の人にははがきを送付しますので当
　日ははがきを持って来てください。注射済票
　のみの交付の人は注射済みがわかる証明
　書を持ってきてください。なお、はがきの到達
　前に手続き済みの場合は行き違いですので
　ご了承ください。 

【問い合わせ先】 
¡本庁生活環境課 
　1０８６-９５５-５３４７ 
¡赤坂支所市民生活課 
　1０８６-９５７-４８２３ 
¡熊山支所市民生活課 
　1０８６９９-５-１２１４ 
¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 

時　間 場　　　　所 
10：00～10：20 
10：40～11：00 
11：20～11：40 
13：00～13：20 
13：50～14：10 
14：30～14：50 
15：10～15：30

赤磐市赤坂支所 
仁堀出張所 
赤磐市吉井支所 
赤磐市熊山支所 
桜が丘いきいき交流センター向い空地 
山陽公民館 
赤磐市本庁 

臨時注射 



       

　
県
内
の
各
社
会
保
険
事
務
所
や

岡
山
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、毎

週
月
曜
日
と
毎
月
第
二
土
曜
日
に

夜
間
お
よ
び
休
日
の
予
約
制
に
よ
る

年
金
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

実
施
日
と
相
談
受
付
時
間 

〈
夜
間
の
予
約
制
〉 

　
毎
週
月
曜
日 

　
午
後
五
時
〜
七
時 

〈
休
日
の
予
約
制
〉 

　
毎
月
第
二
土
曜
日 

　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時 

予
約
の
受
付 

　
相
談
日
の
二
週
間
前
か
ら
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。
年
金
相
談
を

行
う
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
保
険
事
務

所
ま
た
は
岡
山
年
金
相
談
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
基
礎
年
金
番

号
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
、
年
金
相
談
の
内
容
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。 

※
予
約
な
し
で
も
相
談
受
け
付
け

　
で
き
ま
す
が
、
お
待
ち
い
た
だ

　
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先 

¡
岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所 

　
1
０
８
６（
２
７
０
）７
９
２
９ 

¡
岡
山
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
1
０
８
６（
２
５
１
）０
０
５
２ 

         

　
介
護
保
険
の
認
定
者
が
福
祉
用

具
を
購
入
し
た
場
合
、次
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
人
に
限
り
、九
割
の

補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
限
度
額

十
万
円
） 

¡
購
入
し
た
も
の
が
介
護
保
険
福

　
祉
用
具
（
腰
掛
便
座
、
入
浴
補

　
助
用
品
な
ど
）
と
し
て
規
定
さ

　
れ
て
い
る
品
目
で
あ
る
こ
と 

¡
福
祉
用
具
販
売
の
指
定
を
受
け

　
た
事
業
所
か
ら
購
入
し
た
も
の

　
で
あ
る
こ
と 

　
な
お
、
補
助
に
は
申
請
が
必
要 

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ 

く
だ
さ
い
。 

    

　
介
護
保
険
の
認
定
者
が
住
宅
改

修
を
し
た
場
合
、
工
事
内
容
に
よ

っ
て
は
九
割
の
補
助
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
（
工
事
費
二
十
万
円
が
限

度
） 

　
こ
の
住
宅
改
修
費
の
補
助
に
つ

い
て
は
、
着
工
す
る
前
に
市
役
所

に
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。
着
工

前
に
申
請
が
な
い
場
合
は
補
助
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

      

　
介
護
保
険
の
認
定
者
が
介
護
保

険
施
設
に
入
所
し
た
り
、
短
期
入

所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
利
用

し
た
り
し
た
場
合
、
食
費
と
居
住

費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
負
担
に
は
、
低
所
得
の
人

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
に
対
す

る
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。
該
当

者
で
減
額
を
希
望
す
る
人
は
市
役

所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
こ
の
減
額
措
置
は
毎
年

更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

　
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
で
、

現
在
減
額
認
定
を
受
け
て
い
る
人

に
は
、
施
設
に
更
新
の
案
内
を
お

送
り
し
ま
す
。 

　
短
期
入
所
利
用
者
で
、
現
在
減

額
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

住
所
地
に
更
新
の
案
内
を
お
送
り

し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
６ 

                     

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

　
ら
れ
ま
す
。 

  【
吉
井
地
域
】 

日
　
時
　
六
月
二
十
一
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　
赤
磐
市
仁
美
農
村
振
興

　
セ
ン
タ
ー
　 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
心
配
ご
と
】
荒
島
　
竹
美 

　
　
　
　
　
　
　
岡
口
　
　
瞳 

　
【
行
　
　
政
】
杉
本
　
宗
義 

　
【
身
体
障
害
】
松
下
　
一
行 

　
　
　
　
　
　
　
本
藤
　
　
登 

【
知
的
障
害
】
　
岡
本
　
孝
哉 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
市
社
会
福
祉
協
議
会
吉
井
支
所 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）２
５
３
３ 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 
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福
祉
用
具
の
購
入 

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談 

が
受
け
ら
れ
ま
す 

住
宅
改
修
の
事
前
申
請 

介
護
保
険
負
担
限
度
額 

認
定
申
請 

国
民
年
金 

介
護
保
険 

相

談

 

合
同
相
談 

　今まで和気北部衛生施設組合クリーンセンター
ではゴミの回収を４５　の袋と荷札で行っていまし
たが、利用者の利便性を図るため新たに３０　の小
袋を導入しますのでご利用ください。 

　価　　格　 ３００円（３０　の袋１０枚入り１組） 

　導入時期　 ６月上旬予定 

　販 売 店 

　従来通り指定取扱店で販売されて 
いますのでお買い求めください。 

　問い合わせ先 

　¡熊山支所市民生活課 
　　1０８６９９-５-１２１４ 
　¡吉井支所市民生活課 
　　1０８６-９５４-１１８３ 
 

３０ 

リッ 
トル 

リッ 
トル 

リッ 
トル 

リッ 
トル 



  【
熊
山
地
域
】 

日
　
時 

¡
六
月
二
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

¡
六
月
十
六
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

¡
七
月
七
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所
　 

　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

¡
六
月
二
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
々
木
玲
子 

　
【
人
　
　
権
】
勝
山
　
秀
世 

　
　
　
　
　
　
　
和
気
　
宏
昌 

　
　
　
　
　
　
　
仲
川
　
　
翠 

　
【
行
　
　
政
】
射
矢
　
昌
美 

¡
六
月
十
六
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
森
定
　
温
知 

　
【
人
　
　
権
】
仲
川
　
　
翠 

　
【
知
的
障
害
】
金
谷
　
正
利 

¡
七
月
七
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
藤
　
禮
子 

　
【
人
　
　
権
】
和
気
　
宏
昌 

　
【
行
　
　
政
】
射
矢
　
昌
美 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
市
社
会
福
祉
協
議
会
熊
山
支
所 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）２
３
３
６ 

¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

                     

  【
山
陽
地
域
】 

日
　
時
　
七
月
七
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

相
談
員
　 

　
岡
山
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士 

　
奥
田
　
哲
也
／
賀
川
進
太
郎 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時

　
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
（
相

　
談
時
間
は
一
人
約
三
十
分
、
予

　
約
人
数
は
一
日
最
大
十
二
人
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
４ 

※
破
産
・
債
務
整
理
（
サ
ラ
金
な 

　
ど
）
の
相
談
は
、
右
日
時
場
所

　
以
外
で
も
、
弁
護
士
か
ら
の
電

　
話
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人
は
、

　
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 【
熊
山
地
域
】 

日
　
時
　
六
月
十
六
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所
　 

　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

相
談
員 

　
岡
山
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士 

※
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
て
い

　
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談

　
時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
相
談
時
間
は
一
人
約
三
十
分
、

　
予
約
人
数
は
一
日
最
大
八
人
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

     【
吉
井
地
域
】 

日
　
時
　
六
月
七
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　
吉
井
会
館 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

【
心
配
ご
と
】
中
原
　
佐
知
子 

　
　
　
　
　
　
井
上
　
八
代
子 

問
い
合
わ
せ
先 

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
吉
井
支
所 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）２
５
３
３ 

     

　
人
権
擁
護
委
員
法
が
五
十
七
年 

前
（
昭
和
二
十
四
年
）
の
六
月
一 

日
か
ら
施
行
さ
れ
、
民
間
人
に
よ 

る
人
権
の
擁
護
と
見
守
る
制
度
が 

誕
生
し
ま
し
た
。
近
年
は
、
社
会 

が
複
雑
・
多
様
化
し
、
人
権
に
関 

し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
数
多

く
発
生
し
、
深
刻
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。 

　
そ
こ
で
関
係
機
関
で
は
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
、

今
年
度
の
啓
発
重
点
目
標
を
「
育

て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意

識
―
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え

の
な
い
命
を
大
切
に
―
」
と
定
め
、

積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。 

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ

の
日
に
併
せ
て
、
私
た
ち
の
ま
ち

の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
に
よ
る
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
自
宅
で
の
人
権
相
談
も

随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 
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よ
ろ
ず
相
談 

無
料
法
律
相
談 

心
配
ご
と
相
談 

ご
存
知
で
す
か 

人
権
擁
護
委
員
の
日 

倉敷相談室・津山相談室を 
新たに開設しました。 



     

　
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
・
永
瀬

清
子
の
ふ
る
さ
と
赤
磐
市
で
は
、

岡
山
県
内
の
小
・
中
学
生
の
皆
さ

ん
か
ら
詩
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
規
定 

資
　
格
　
岡
山
県
内
の
小
中
学
生 

¡

小
学
校
低
学
年
の
部（
一
〜
三
年
生
） 

¡

小
学
校
高
学
年
の
部（
四
〜
六
年
生
） 

¡

中
学
生
の
部 

　
応
募
作
品
は
自
由
詩
で
、
未
発

表
の
本
人
の
作
品
で
一
人
一
点
に

限
り
ま
す
。 

　
詩
は
、
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

三
枚
以
内
に
縦
書
き
に
し
て
く
だ

さ
い
。
必
ず
「
題
名
」
と
「
名
前
」

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
所
定
の
応

募
用
紙
を
添
付
す
る
か
、
作
品
の

裏
に
作
者
の
q
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

w
住
所
e
電
話
番
号
r
学
校
名
・

学
年
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

募
集
期
間
　
六
月
一
日
（
木
）
〜

　
九
月
三
十
日
（
土
） 

　
（
当
日
消
印
有
効
） 

発
表
・
表
彰 

　
発
表
は
、
入
賞
者
へ
の
通
知
を

も
っ
て
発
表
と
し
ま
す
。 

　
表
彰
は
、
平
成
十
九
年
二
月
中

旬
の
朗
読
会
「
永
瀬
清
子
の
詩
の

世
界
」
会
場
で
行
い
ま
す
。 

¡

優
秀
賞
（
各
部
門
各
一
篇
）
賞

　
状
、
副
賞
（
記
念
品
、
図
書
券

　
一
万
円
分
） 

¡

佳
作
（
各
部
門
各
三
篇
程
度
）

　
賞
状
、
副
賞
（
記
念
品
、
図
書

　
券
三
千
円
分
） 

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先 

　
教
育
委
員
会
熊
山
分
室
内 

　
「
永
瀬
清
子
賞
」
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 

    
　
国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
税
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
て
、
ぜ
ひ

受
験
し
て
く
だ
さ
い
。
採
用
試
験

の
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

受
験
資
格 

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
元
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人 

試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度
　 

受
験
申
込
期
間 

　
六
月
二
十
日
（
火
）
〜
六
月
二

十
七
日
（
火
） 

（
当
日
消
印
有
効
） 

受
験
申
込
先 

　
申
込
先
は
、
受
験
し
よ
う
と
す

る
第
一
次
試
験
地
を
担
当
す
る
人

事
院
各
地
方
事
務
局
（
本
年
度
か

ら
採
用
を
希
望
す
る
地
域
の
試
験

を
全
国
ど
こ
の
試
験
地
で
も
受
験

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
） 

第
一
次
試
験 

¡
試
験
日
…
九
月
三
日
（
日
） 

¡
試
験
地
…
人
事
院
中
国
事
務
局

　
が
担
当
す
る
試
験
地
　
　
　
　

¡
試
験
種
目
…
教
養
試
験
、
適
性

　
試
験
、
作
文 

　
第
一
次
試
験
合
格
発
表
後
、
第

二
次
試
験
を
行
い
ま
す
。 

受
験
申
込
書
お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
請
求
、
問
い
合
わ
せ
先 

　
広
島
国
税
局 

　
総
務
部
人
事
第
二
試
験
研
修
係 

　
〒
７
３
０
―
８
５
２
１ 

　
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
六
ノ
三
〇 

　
1
０
８
２（
２
２
１
）９
２
１
１

　
〈
内
線
３
７
４
３
〉 

　
ま
た
は
お
近
く
の
税
務
署
総
務

　
課
へ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

¡
国
税
庁 

　http://w
w
w
.nta.go.jp/ 

¡
広
島
国
税
局 

　http://w
w
w
.hiroshim

a.nta.go.jp/ 

           

　
岡
山
県
労
働
委
員
会
で
は
、
県

内
に
勤
務
す
る
労
働
者
個
人
と
そ

の
使
用
者
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
（
解

雇
や
賃
下
げ
、
配
置
転
換
な
ど
）

に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、

あ
っ
せ
ん
を
行
う
な
ど
、
弁
護
士
、

大
学
教
授
な
ど
の
専
門
家
が
公
正
・

中
立
な
立
場
か
ら
紛
争
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。 

　
費
用
は
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）７
５
６
３ 

  

                      

　
五
月
二
十
九
日
よ
り
、
食
品
中

の
農
薬
の
残
留
基
準
に
つ
い
て
「
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
」
が
導
入
さ

れ
ま
す
。 

　
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
」
と

は
従
来
、
残
留
基
準
が
な
か
っ
た

農
薬
に
対
し
て
も
、
国
際
基
準
な

ど
を
参
考
に
し
て
基
準
値
を
設
定

す
る
ほ
か
、
参
考
基
準
が
な
い
も

の
に
つ
い
て
も
、
「
人
の
健
康
を

損
な
う
恐
れ
の
な
い
量
」
と
し
て

〇
・
〇
一
ppm
（
一
億
分
の
一
の
濃

度
）
と
い
う
厳
し
い
一
律
基
準
を
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税
務
職
員
募
集 

「
第
五
回
永
瀬
清
子
賞
」
募
集 

個
別
的
労
使
紛
争
解
決
の 

お
手
伝
い
を
し
ま
す 

農
薬
の
飛
散
防
止
に
最
善
の 

注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
！ 

募

集

 

お
知
ら
せ 

「赤磐市男女共同参画基本計画」 
策定委員を公募します。 

「赤磐市男女共同参画基本計画」 
策定委員を公募します。 

　赤磐市では、あらゆる分野で、すべての人が性別にかかわり
なくその個性と能力を十分に発揮するとともに、お互いの人権
を尊重しつつ、喜びも責任も共に分かち合う「男女共同参画社会」
の実現を目指し、「赤磐市男女共同参画基本計画」を策定する
予定です。計画の策定にあたり、広く市民の皆さんの意見を取
り入れ、市民と行政が一体となった男女共同参画のまちづくり
が総合的かつ効果的に進められるよう、以下のとおり策定委員
を公募します。参加していただく皆さんのご応募をお待ちして
います。 

◆応募資格／２０歳以上の赤磐市在住者で、男女共同参画社会
　の実現に熱意と理解を有する人 
　※平日の昼間に委員会に出席できる人 
◆募集人員／４人 
◆応募方法／任意の用紙に、「男女共同参画」に関する考えを
　８００字以内にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号、職業を記　
入し提出してください。（郵送可） 
◆応募期限／６月３０日（金）必着 
　※選考結果は、各個人あてに通知します。 
◆申し込み・問い合わせ先／本庁企画課企画係 1０８６-９５５-２６９２ 
 



設
け
る
制
度
で
す
。 

　
今
ま
で
は
、
残
留
基
準
が
設
定

さ
れ
て
い
な
い
農
薬
に
つ
い
て
は

規
制
の
対
象
外
で
し
た
。
そ
れ
に

対
し
、
こ
の
制
度
で
は
、
す
べ
て

の
農
薬
に
対
し
て
作
物
ご
と
に
残

留
基
準
が
設
定
さ
れ
、
規
制
の
対

象
と
な
り
、
農
薬
の
飛
散
に
よ
る

対
象
作
物
以
外
の
作
物
で
の
残
留

が
問
題
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。 

　
例
え
ば
、
家
庭
菜
園
や
庭
木
の

害
虫
防
除
で
農
薬
を
使
っ
て
も
、

そ
の
農
薬
が
近
接
す
る
農
家
の
ほ

場
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
作
物
に
付

着
し
た
場
合
、
一
律
基
準
値
を
超

え
る
と
食
品
衛
生
法
違
反
と
な
り

生
産
物
は
出
荷
停
止
・
回
収
と
な

り
ま
す
。 

　
農
薬
散
布
を
す
る
時
は
、
風
の

有
無
を
確
認
し
た
り
、
散
布
機
の

圧
力
を
調
整
し
た
り
す
る
な
ど
、

他
の
作
物
に
農
薬
が
飛
散
し
な
い

よ
う
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

       【
農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業
】 

交
付
対
象
者 

　
農
地
の
借
り
手
の
う
ち
、
市
内

　
在
住
者
で
、
交
付
申
請
時
の
年

　
齢
が
お
お
む
ね
七
十
五
歳
ま
で

　
の
、
農
業
に
意
欲
を
燃
や
し
て

　
い
る
認
定
農
業
者
な
ど 

交
付
対
象
農
地 

　
賃
貸
借
期
間
が
三
年
以
上
の
、

　
農
業
振
興
地
域
内
現
況
農
地 

（
田
・
畑
・
樹
園
地
） 

　
新
規
設
定
・
再
設
定
と
も 

補
助
金
交
付
額 

　
五
千
円
／
十
ア
ー
ル 

 【
農
地
集
積
促
進
事
業
】 

交
付
対
象
者 

　
農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業
対
象

　
者
へ
の
農
地
の
貸
し
手 

交
付
対
象
農
地 

　
賃
貸
借
期
間
が
三
年
以
上
の
、

　
農
業
振
興
地
域
内
現
況
農
地 

（
田
・
畑
・
樹
園
地
） 

　
新
規
設
定
の
み
（
再
設
定
は
交

　
付
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
） 

補
助
金
交
付
額 

　
三
千
円
／
十
ア
ー
ル 

交
付
対
象
外 

¡

市
街
化
区
域
内
農
地
の
賃
貸
借

　
権
設
定
な
ど 

¡

賃
貸
借
料
が
な
い
契
約
（
使
用

　
貸
借
） 

¡

同
一
世
帯
員
の
間
で
の
契
約 

※
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
の
は
、

　
賃
貸
借
契
約
の
申
請
の
年
だ
け

　
で
あ
り
、
契
約
期
間
中
に
毎
年

　
交
付
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。 

※
契
約
期
間
途
中
で
解
約
す
る
な

　
ど
、
交
付
要
件
に
違
反
す
る
こ

　
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
補
助

　
金
の
全
額
ま
た
は
一
部
の
返
還

　
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

※
申
請
の
時
期
は
、
毎
年
十
二
月 

　
一
日
か
ら
二
十
八
日
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）６
１
７
４ 

¡
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
４ 

¡
熊
山
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
７ 

¡
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
１
９ 

      

　
松
く
い
虫
の
被
害
は
県
南
を
中

心
に
依
然
各
地
で
発
生
し
、
か
な

り
の
松
が
集
団
的
に
枯
れ
て
い
ま

す
。
松
枯
れ
の
元
で
あ
る
マ
ツ
ノ

ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
、
マ
ツ
ノ
マ

ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
っ
て
運
ば
れ

ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
カ
ミ
キ
リ
の
成
虫
が

被
害
木
か
ら
羽
化
・
脱
出
し
て
く

る
六
月
上
旬
か
ら
七
月
上
旬
に
か

け
て
カ
ミ
キ
リ
の
成
虫
を
駆
除
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
薬
剤
空
中

散
布
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　
散
布
は
、
十
分
注
意
し
て
行
い

ま
す
が
、
散
布
区
域
周
辺
で
は
次

の
こ
と
に
注
意
し
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

q
散
布
区
域
の
山
林
に
は
、
当
日

　
か
ら
五
日
く
ら
い
は
入
ら
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。 

w
散
布
区
域
周
辺
で
は
、
飲
食
物
・

　
洗
濯
物
を
屋
外
に
出
さ
な
い
で

　
く
だ
さ
い
。 

e
家
畜
・
鯉
な
ど
を
飼
育
し
て
い

　
る
人
は
、
散
布
中
は
屋
内
へ
入

　
れ
、
飼
育
舎
・
養
魚
池
な
ど
に

　
ビ
ニ
ー
ル
で
お
お
い
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。 

散
布
日
程（
予
定
）
　 

             

問
い
合
わ
せ
先  

¡
熊
山
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
７ 

¡
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
１
９ 
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松
く
い
虫
駆
除
薬
剤 

空
中
散
布
を
行
い
ま
す 

ご
存
知
で
す
か
？ 

農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業
・

農
地
集
積
促
進
事
業 

月　　日 散　布　区　域 
１回目 
  6月6日（火） 
２回目 
  7月4日（火） 
１回目 
  6月7日（水） 
２回目 
  7月5日（水） 
１回目 
  6月8日（木） 
２回目 
  7月6日（木） 

［吉井地域］ 
　戸津野、中勢実、仁堀東、 
　仁堀中、仁堀西 

［吉井地域］ 
　暮田、八島田、石、平山 

［熊山地域］ 
　沢原、円光寺、東円光寺、畑、 
　松木、勢力、千躰、奥吉原 

「赤磐市男女共同参画基本計画」 
策定委員を公募します。 

【日　時】６月１３日（火） 午後１時３０分～４時１０分 

【場　所】メルパルクＯＫＡＹＡＭＡ 
岡山市桑田町１-１３ 

【主な内容】 
　¡講演「ポジティブ・アクションで一人一人が活躍で
　　きる職場づくりを」 
　　同志社大学社会学部　富田安信教授 
　¡事例発表「我が社におけるポジティブ・アクション」 
　　!自重堂　常務取締役　谷口郁志さん 

【参加費】無　料 

【参加申込先】 
　厚生労働省 岡山労働局雇用均等室 
　1０８６-２２４-７６３９ 

６月は第２１回男女雇用機会均等月間です！ 
各職場で男女均等な職場を目指して 

取り組みを進めましょう。 



24広報あかいわ（平成18年6月号） 

このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６－９５５－２６９２ 
 

™
Ｔ
Ｖ
の
ク
イ
ズ
で
悟
る
老
衰
度
 

™
鍬
に
生
き
心
に
飾
る
過
疎
の
四
季
 

™
風
邪
の
部
屋
見
舞
う
彼
方
も
し
ゃ
が
れ
声
 

™
夢
一
つ
今
年
も
生
き
る
八
十
路
坂
 

™
カ
タ
カ
ナ
に
ふ
り
が
な
欲
し
い
古
頭
 

™
茫
々
と
枯
れ
野
に
残
る
若
き
日
々
 

™
鏡
見
て
日
々
の
体
調
問
う
て
い
る
 

™
平
成
の
海
に
い
つ
ま
で
笹
小
舟
 

™
待
つ
う
ち
が
花
と
思
っ
て
待
っ
て
い
る
 

™
狂
い
な
き
歩
幅
馴
染
ん
だ
過
疎
に
生
き
 

™
子
が
か
じ
り
孫
が
縋
り
し
老
い
の
臑
 

™
日
記
つ
け
出
来
事
蒔
き
物
便
利
で
す
 

v
成
長
の
証
が
見
え
る
孫
の
靴
 

™
絵
手
紙
の
返
事
は
川
柳
一
句
添
え
 

™
主
は
ホ
ー
ム
手
押
し
車
が
守
る
留
守
 

™
書
き
か
け
て
ふ
っ
と
途
切
れ
る
物
忘
れ
 

™
院
展
は
古
代
へ
の
旅
肩
を
寄
せ
 

™
収
穫
を
夢
に
鍬
振
る
軽
い
汗
 

™
巻
き
戻
し
き
か
ぬ
余
生
の
自
己
嫌
悪
 

™
ゆ
っ
く
り
と
牛
歩
で
進
む
八
十
路
坂
 

™
締
切
り
も
発
車
も
間
際
肩
で
息
 

™
風
船
に
願
い
を
結
び
孫
を
追
う
 

™
散
歩
道
小
さ
な
花
に
足
を
止
め
 

™
古
日
記
若
き
心
の
傷
に
触
れ
 

™
傷
つ
い
た
心
に
重
い
ひ
と
り
旅
 

™
被
災
地
に
だ
ぶ
る
戦
後
の
遠
き
父
母
 

™
懐
か
し
い
父
の
遺
し
た
石
碑
の
字
 

™
九
十
二
長
寿
の
母
の
皺
を
読
む
 

™
白
昼
夢
遺
影
が
逢
い
に
来
て
く
れ
る
 

™
峠
越
す
熱
に
安
ら
ぐ
千
羽
鶴
 

™
酒
で
割
る
愚
痴
に
は
透
明
感
が
あ
る
 

高
原
　
　
望
 

是
松
　
文
子
 

藤
本
　
町
江
 

是
松
　
幸
治
 

松
田
　
　
定
巳
 

岸
本
　
敏
子
 

竹
内
　
由
子
 

戸
川
か
ず
み
 

直
原
　
茂
樹
 

山
崎
　
時
子
 

安
光
　
勇
一
 

横
山
　
明
美
 

高
井
　
逸
代
 

高
橋
　
　
一
 

戸
川
　
寿
子
 

杉
本
美
智
子
 

梶
井
　
貞
子
 

中
原
　
一
恵
 

橘
　
　
光
子
 

軸
原
　
朝
子
 

下
山
　
　
都
 

平
井
　
恵
子
 

佐
々
部
八
枝
 

森
　
　
和
女
 

宇
野
　
静
子
 

大
西
　
庄
三
 

中
務
　
統
之
 

友
保
　
晃
子
 

尾
関
文
巳
枝
 

出
原
　
敬
一
 

三
輪
　
康
明
 

す
が 

ひ
ざ 

　
四
月
二
十
九
日（
土
）、足
の
病
気
に
ご
利
益

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
足

王
神
社（
和
田
）で
、春
の
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

足
王
神
社
・
春
の
大
祭
 

18年4月中 

17年4月中 

増 減  

18年4月末 

17年4月末 

増 減  

117 

103 

＋14 

339 

474 

－135

53 

37 

＋16 

111 

141 

－30

0 

0 

0 

2 

2 

0

4 

2 

＋2 

14 

13 

＋1

65 

46 

＋19 

130 

180 

－50

64 

66 

－2 

229 

333 

－104

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成18年赤磐市交通事故発生状況（4月） 

●問い合わせ・申し込み先 
　&２１世紀職業財団岡山事務所 
　1０８６-２２７-２０２１ 
　財団本部HP　　http://www.jiwe.or.jp

もう一
度働きたい、

あなたの再就職を応援します！

対　　象 

支援内容 

受講中の託児も 
無料で行って 
います。 　妊娠、出産、育児または介護などのた

めに退職した人で、将来的に再就職を
希望する人。 
 
 
★再就職準備セミナーへの参加案内 

　¡再就職をとりまく法律や制度を紹介 

　¡ワークシートを活用して、自分の適　
　　性を考える 

　¡履歴書、職務経歴書の書き方　など 

★仕事と家庭の両立支援および再就職　
　の準備に役立つ内容の情報誌を提供 

★再就職準備についての「個別相談」 



新玉ねぎのピクルス 

吉　井　支　部 

栄養
委員
の 
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　シャキシャキとした歯ごたえがおいし
くてあっという間になくなりそうです。 
 
◆材料（４人分） 
　¡新玉ねぎ １個　¡紫玉ねぎ １個 
　¡酢 １カップ 　¡砂糖 大さじ５ 
　¡砂糖 大さじ５　¡塩 小さじ１・１/２ 
　¡粒こしょう（あればグリーン、ローズペッ
　　パーなどを組み合わせて） 
　　小さじ１/３ 
◆作り方 
　q新玉ねぎ、紫玉ねぎはくし型切りに
　　する。 
　w耐熱性のボウルに、玉ねぎ以外の材
　　料を入れ、５００Ｗの電子レンジで１分
　　ほど加熱して混ぜる。砂糖が溶けた
　　ら玉ねぎを入れてよく混ぜ５～６時間
　　置いて味をなじませる。冷蔵庫で３
　　～４日保存可能。 
 
　新玉ねぎはオリゴ糖を多く含み、辛み
の成分が少ないので生食でも十分甘く
感じるほどです。ただし水分が多く腐り
やすいので、冷蔵庫で保存しましょう。 

平
成
十
八
年
歌
会
始
の
お
題
 

　
「
月
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

詠
進
歌
の
詠
進
要
領
 

q
詠
進
歌
は
、お
題
を
読
み
込
ん
だ
自
作
の

　
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、未
発
表
の
も
の

　
に
限
り
ま
す
。
 

w
書
式
は
、半
紙（
習
字
用
の
半
紙
）を
横
長

　
に
用
い
、右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、左
半
分

　
に
郵
便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
、氏
名（
本

　
名
、ふ
り
が
な
つ
き
）、生
年
月
日
お
よ
び
職

　
業（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）を
縦
書
き
で
書

　
い
て
く
だ
さ
い
。
 

e
用
紙
は
、半
紙
と
し
、毛
筆
で
自
書
し
て
く

　
だ
さ
い
。
た
だ
し
、海
外
か
ら
詠
進
す
る
場

　
合
は
、用
紙
は
随
意
と
し
、毛
筆
で
な
く
て

　
も
構
い
ま
せ
ん
。
 

r
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
毛
筆
で
自

　
筆
で
き
な
い
場
合
は
他
人
が
代
筆
し
て
も

　
構
い
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
、別
紙
に
代
筆

　
の
理
由
、代
筆
者
の
住
所
お
よ
び
氏
名
を

　
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。ワ
ー

　
プ
ロ
、パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す

　
る
場
合
も
使
用
理
由
を
別
紙
に
書
い
て
詠

　
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、視
覚
障

　
害
の
人
は
、点
字
で
詠
進
で
き
ま
す
。
 

詠
進
の
期
間
 

　
九
月
三
十
日（
土
）ま
で
。
郵
便
の
場
合
は

当
日
消
印
有
効
。
 

郵
便
の
あ
て
先
 

　
〒
１
０
０
―
８
１
１
１
 

　
宮
内
庁
と
し
、封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
、小
さ
く
折
っ

て
封
入
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
 

　
詠
進
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、九
月
二

十
日（
水
）ま
で
に
、宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
を
書
き
、返
信
用
切

手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
お
願
い
し
ま
す
。
 

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　http://w
w
w
.kunaicho.go.jp/12/ 

　d12-03.htm
l

 

 

▲４月２７日（木） 吉井公民館 
　いきいき講座「民族衣装を着て国際交流」 

　
山
陽
二
丁
目
の
市
道
沿
い
の
花
壇

で
芝
桜
の
花
が
満
開
。
通
り
が
か
る
人

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
 

★
山
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

　
か
ら
お
知
ら
せ
 

　
全
施
設
の
整
備
点
検
の
た
め
、

六
月
二
十
五
日（
日
）か
ら
三
十

日（
金
）ま
で
休
館
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
山
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）３
７
３
２
 

 



４・５月のできごと 
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韓
国
文
化
サ
ロ
ン
開
催 

　
五
月
十
四
日
（
日
）
、
赤
磐
市
国
際
交
流

協
会
で
は
、
隣
国
、
韓
国
に
つ
い
て
楽
し
く

理
解
を
深
め
よ
う
と
岡
山
県
国
際
交
流
員
の

尹
瑜
珍
（
ユ
ン
・
ユ
ジ
ン
）
さ
ん
を
迎
え
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
約
四
十
人
の
参
加
者
は
、
韓
国
の
お
茶
と

お
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
展
示
さ
れ
た

鮮
や
か
な
衣
装
（
ハ
ン
ボ
ク
）
を
興
味
深
く

眺
め
「
色
が
素
敵
で
す
ね
」
な
ど
と
話
し
て

い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
文
化
サ
ロ
ン
に
先
立
ち
、
赤
磐
市

国
際
交
流
協
会
の
総
会
が
開
か
れ
、
今
年
度

の
活
動
計
画
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

 

豊
田
小
六
年
生
・
熊
山
病
院
訪
問  

　
五
月
十
日
（
水
）
、
豊
田
小
学
校
の
六
年

生
が
市
立
熊
山
病
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
看
護
の
日
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

看
護
の
仕
事
に
携
わ
る
人
た
ち
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
育
て
、
ま
た
病
院
の
職
員
や
入
院

患
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

長
年
続
け
て
い
る
活
動
で
す
。 

　
全
学
年
児
童
が
持
ち
寄
っ
た
花
で
花
束
を

作
り
、
各
学
年
か
ら
の
手
作
り
の
記
念
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

 

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
無
料
開
放 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
（
正
c
）
は
、
平
成

三
年
四
月
二
十
九
日
「
み
ど
り
の
日
」
に
開

園
し
、
こ
の
日
を
毎
年
「
無
料
開
放
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
体
育
館
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

卓
球
、
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
、
屋
内
プ
ー
ル
で
は
水
泳
、
園
内
で
は
、

散
策
し
た
り
、
遊
具
で
遊
ん
だ
り
と
、
家
族

連
れ
・
友
人
グ
ル
ー
プ
約
五
百
人
が
来
園
し
、

そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

★
五
月
十
二
日（
金
）、和
田
地
区
で

　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
栽
培
を
し
て

　
い
る
太
田
さ
ん
は
、母
の
日
を
前

　
に
出
荷
作
業
で
大
忙
し
。 

s
目
指
せ
愛
ち
ゃ
ん
!?
 

▲民俗衣装を説明される尹さん 

▲いつもありがとう！ 

t
目
指
せ
北
島
康
介
!?
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今
月
号
で
「
広
報
あ
か
い
わ
」
は

十
五
回
目
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

十
八
年
度
の
編
集
は
十
七
年
度
と
変

わ
ら
ず
公
聴
広
報
係
の
二
人
で
す
。 

　
思
え
ば
締
め
切
り
に
追
わ
れ
続
け

た
一
年
で
し
た
。
こ
れ
で
は
い
い
広

報
は
で
き
な
い
と
深
く
反
省
。
今
後

そ
れ
ぞ
れ
に
、
テ
ィ
は
回
を
重
ね
る

ご
と
に
役
に
立
つ
読
み
や
す
い
広
報

紙
の
制
作
を
、
え
む
は
、
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
皆
さ
ん
の
目
を
引
く
写
真
の

掲
載
を
と
新
た
な
気
持
ち
で
臨
み
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　
今
後
と
も
「
広
報
あ
か
い
わ
」
を

ご
愛
読
く
だ
さ
い
。 （

え
む
・
テ
ィ
）  

編
　
集
　
後
　
記 

編
　
集
　
後
　
記 
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赤磐市の人口 
 人口… 

  男… 

 女… 

世帯数… 

45,534人（－１１）　 

21,745人（－１１）　 

23,789人（±０）　 

16,039世帯（＋２９） 

（5月1日現在） 

（　）は4月１日との差 

ア
ユ
の
稚
魚
を
放
流 

　
五
月
二
日
（
火
）
と
五
月
九

日
（
火
）
に
、
吉
井
川
河
川
敷
で
、

ア
ユ
の
稚
魚
の
放
流
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
放
流
祭
は
、
吉
井
川
南

部
漁
協
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
二
日
は
周
匝
・
佐
伯
北
・

黒
本
保
育
園
児
五
十
七
人
が
、

九
日
は
い
わ
な
し
幼
稚
園
児
十

六
人
が
参
加
し
、
「
お
お
き
く
な
っ

て
ね
」
と
願
い
な
が
ら
小
さ
な

バ
ケ
ツ
か
ら
川
へ
稚
魚
を
放
し

ま
し
た
。 

　
赤
坂
地
域
の
西
軽
部
に
自
生
す
る
、

染
色
桜
が
今
年
も
見
事
な
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。 

　
四
月
二
十
三
日
（
日
）
に
は
、
バ

イ
オ
リ
ン
や
琴
修
会
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
大
正
琴
の
演
奏
会
が
行
わ
れ
、

桜
を
一
目
見
よ
う
と
集
ま
っ
た
人
た

ち
も
そ
の
演
奏
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
当
日
集
ま
っ
た
人
に
、
地
元
の
人

か
ら
甘
酒
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

 

▲ここは危ないかな？ 

▲白い花びらがピンクから赤へ 
　染まっていく不思議な桜 

親
子
で
通
学
路
の
点
検
　
　 

―
城
南
小
学
校
―  

　
城
南
小
学
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
学
区
内
の
危
険
個
所
を
把
握
し
、
今
ま
で
の

安
全
マ
ッ
プ
を
見
直
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

四
月
二
十
四
日
（
月
）
の
下
校
時
に
、
新
し
く
出
来

上
が
っ
た
安
全
マ
ッ
プ
を
も
と
に
子
供
た
ち
と
保
護

者
が
一
緒
に
通
学
路
を
歩
き
、
通
学
路
の
安
全
点
検

を
行
い
ま
し
た
。 

　
通
学
路
の
親
子
点
検
に
よ
っ
て
、
危
険
な
場
所
を

再
確
認
す
る
こ
と
で
、
事
故
や
犯
罪
に
気
を
付
け
よ

う
と
い
う
意
識
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

t元気で大きくなーれ！ 

t
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■
熊
山
遺
跡（
赤
磐
市
奥
吉
原
） 

              

　
赤
磐
市
の
南
東
の
端
、
眼
下

に
吉
井
川
を
望
む
標
高
五
〇
八

　
の
熊
山
山
頂
近
く
に
、
熊
山

遺
跡
が
あ
り
ま
す
。 

  

遺
跡
は
、
自
然
の
岩
盤
上
に
、

一
辺
約
十
一
・
七
　
の
方
形
基

壇
を
割
石
で
作
り
、
そ
の
上
に
、

方
形
三
段
の
石
を
積
ん
だ
も
の

で
す
。
高
さ
は
、
約
三
　
で
す
。 

　
第
二
段
の
四
側
面
の
中
央
に

は
龕
と
よ
ば
れ
る
一
立
法
　
前

後
の
空
間
が
あ
り
ま
す
。
龕
は

神
仏
を
安
置
す
る
と
こ
ろ
で
、

仏
塔
の
四
浄
土
を
表
す
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
。 

　
石
積
み
の
最
上
段
中
央
に
は
、

深
さ
二
　
の
竪
穴
石
室
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
石
室
は
筒
形
を
し

た
空
洞
で
、
天
井
は
一
枚
石
で

蓋
を
し
て
い
ま
す
。
昭
和
十
二

年
（
一
九
三
七
）
に
盗
掘
を
う

け
た
時
、
高
さ
約
一
・
六
　
の

陶
製
筒
形
容
器
（
現
在
天
理
大

学
参
考
館
蔵
）
と
三
彩
小
壺
、

経
巻
ら
し
い
も
の
が
出
土
し
ま

し
た
。 

  

こ
れ
ら
の
出
土
物
か
ら
、
石
積

遺
構
は
奈
良
時
代
に
築
成
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
で
は
、
こ
の
石
積
遺
構
は
一

体
何
で
し
ょ
う
。 

  

江
戸
時
代
の
帝
釈
山
霊
山
寺
に

関
す
る
書
上
に
「
戒
壇
跡
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
古
い
史

料
で
す
。
同
じ
江
戸
時
代
の
地

方
地
理
書
『
和
気
絹
』
や
『
備

陽
国
誌
』
に
は
「
熊
山
戒
壇
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
戒
壇
と
は
、

仏
教
の
戒
（
身
心
の
過
ち
を
犯

さ
ぬ
た
め
の
い
ま
し
め
）
を
授

け
る
儀
式
の
場
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。 

　
し
か
し
、
現
在
こ
の
戒
壇
説

は
否
定
的
で
、
先
に
述
べ
た
昭

和
初
期
に
出
土
し
た
遺
物
か
ら
、

仏
塔
説
、
仏
教
に
関
係
す
る
遺

跡
と
い
う
見
方
を
し
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
そ
の
名
称
も
、
熊
山

遺
跡
石
積
遺
構
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
石
積
遺
構
は
、
全
国
に

類
を
み
な
い
特
殊
な
構
築
物
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
三
十
一

年
（
一
九
五
六
）
九
月
二
十
七
日
、

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昭
和
四
十
八
年
（
一

九
七
三
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て

発
掘
調
査
・
修
復
工
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
熊
山
山

塊
に
は
、
大
小
三
十
二
基
の
類

似
す
る
石
積
が
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
熊
山
遺
跡
は
、
今
も
っ
て
謎

の
部
分
を
多
く
秘
め
て
い
ま
す
。 

 

か
つ
て
、
こ
の
石
積
遺
構
で
ど

の
よ
う
な
セ
レ
モ
ニ
ー
（
儀
式
）

が
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
） 

　 

が
ん 

ふ
た 

と
う
せ
い
つ
つ
が
た
よ
う
き 

い
し
づ
み 

わ
　
け
　
き
ぬ 

び 

よ
う 

こ 

く  

し 

い
こ
う 

た
い
し
ゃ
く
ざ
ん
り
ょ
う
せ
ん
じ 

か
い
だ
ん
あ
と 
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釣井 
グラウンド 

熊山支所 

熊山病院 

豊田小学校 

熊山公民館 

石の懸樋 

吉井川 

熊山 
工業団地 

千躰グラウンド 

JR熊山駅 

永瀬清子 
の詩碑 

岡山白陵中・高校 

JR山陽本線 

山陽自動車道 

熊 山 遺 跡 

▲熊山遺跡 
▼陶製筒形容器 
　（天理大学参考館蔵） 

▼４側面にある「龕」 
がん 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 
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